
（別記様式第１号）

倶知安町鳥獣被害防止計画

＜連絡先＞

担 当 部 署 名 倶知安町役場農林課畜産林政係

所 在 地 北海道虻田郡倶知安町北１条東３丁目

電 話 番 号 ０１３６－５６－８０１０

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０１３６－２３－２０４４

メールアドレス chikusan@town.kutchan.lg.jp

計画作成年度 令和４年度

計画変更年度 令和５年度

計画主体 北海道倶知安町



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和３年度）

（２）被害の傾向

対象鳥獣
ヒグマ、エゾシカ、タヌキ、キツネ、カラス類（ハシボソガラス、ハシブトガ

ラス）、ユキウサギ、アライグマ

計画期間 令和４年度～令和６年度

対象地域 倶知安町

鳥獣の種類
被害の現状）

品 目 被害数値

ヒグマ
ビート、スイートコーン、

デントコーン

被害面積 ２０ａ

被害金額 １２０千円

エゾシカ 小豆、大豆、馬鈴薯、ビート
被害面積 ４０ａ

被害金額 ３５０千円

タヌキ ビート、スイートコーン
被害面積 ５ａ

被害金額 ４０千円

キツネ ビート、スイートコーン
被害面積 ５ａ

被害金額 ４０千円

カラス類 スイートコーン
被害面積 ５ａ

被害金額 ４０千円

ユキウサギ 大豆
被害面積 不明

被害金額 不明

アライグマ スイートコーン、果樹
被害面積 ５ａ

被害金額 ４０千円

鳥獣の種類 内容

ヒグマ ・主な出没地域は、町内北部から東部及び南部。

・春先から収穫時期にかけて、主に林縁部の圃場において、出没及び農業被害が

確認される。

・主に、踏み倒しによるビートやデントコーンの生育阻害や収穫前の食害が発

生している。また、繰り返し出没が確認される圃場では、農作業時の人的被害の

発生も懸念される。

・近年の登山客増加に伴い、クマとの遭遇が急増している。

エゾシカ ・町全域で出没が見られる。

・被害傾向として、豆類や麦類の播種後の新芽食害を始め、根菜類を踏み付ける

ことによる傷害や掘り返し被害が発生している。

タヌキ ・町全域で出没が見られる。

・収穫時期のスイートコーンの食害及び、農業用倉庫への侵入による保管物の

汚損等が発生している。



（３）被害の軽減目標

（４）従来講じてきた被害防止対策

キツネ ・町全域で出没が見られる。

・収穫時期のスイートコーンの食害及び、農業用倉庫への侵入による保管物の

汚損等が発生している。

カラス類 ・町全域で出没が見られる。

・収穫時期の豆類及びスイートコーンの食害及び、農作物促成栽培シートをめ

くったりつついたりすることによる破損被害等が発生している。

・市街地では、営巣時期の威嚇行動やゴミを荒らす等の生活環境被害が発生し

ている。

ユキウサギ ・近年被害が急増し、特に北部地域での出没が目立つ。

・大豆の新芽食害が発生している。

アライグマ ・町全域で出没が見られる。

・収穫時期のスイートコーン及び果樹の食害、並びにビニールハウスを破る破

損被害、農業用倉庫や家畜舎、一般住宅物置への侵入による保管物の汚損被害

が発生している。

指標 現状値（令和３年度） 目標値（令和６年度）

ヒグマ 被害金額・面積 １２０千円 ２０ａ ６０千円 １０ａ

エゾシカ 被害金額・面積 ３５０千円 ４０ａ １８０千円 ２０ａ

タヌキ 被害金額・面積 ４０千円 ５ａ ５千円 ２ａ

キツネ 被害金額・面積 ４０千円 ５ａ １０千円 ２ａ

カラス類 被害金額・面積 ４０千円 ５ａ ５千円 ２ａ

ユキウサギ被害金額・面積 不明 被害の減少に努める

アライグマ被害金額・面積 ４０千円 ５ａ ２０千円 ２ａ

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等に

関する取

組

・倶知安町は、銃器やわな（猟友会が実施）での捕獲

許可を受け地域の巡回を行ってきた。

・町と猟友会で委託契約を締結して、より関係を密に

目撃情報等には迅速に対応するようにしてきた。

・ヒグマ：足跡や糞を発見した場合、看板を設置して

注意を促すとともに、出没情報をホームページ等で公

開して注意喚起を行ってきた。また、頻繁に出没や被

害がある場合は問題個体に対して捕獲を行ってきた。

・エゾシカ：目撃情報を基に調査を行い、くくりわな

及び銃器による捕獲を行ってきた。

・タヌキ：被害状況に応じて捕獲を行ってきた。

・キツネ：被害状況に応じて捕獲を行ってきた。

・カラス類：被害状況に応じて捕獲を行ってきた。

・ユキウサギ：令和５年度に初めて、被害者が捕獲巡

猟友会員の高齢化、担い手不足

により、駆除・捕獲は年々困難にな

っているため、新たな担い手の育

成が急務である。



（５）今後の取組方針

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

回を行ったが、捕獲に至らなかった。

・アライグマ：アライグマ防除従事者講習会を受講し

た者に対して毎年従事者証を交付し、希望者に対して

箱わなを貸出してきた。

・捕獲鳥獣の処理方法については、基本的に処理施設

で処理するが、捕獲位置により搬出困難な場合は現地

埋設とした。

防護柵の

設置等に

関する取

組

・希望農家に対し、倶知安町所有の電気柵を無償で貸

出してきた。

・平成２４年度より電気柵購入農家に対し、倶知安町

及び協議会で購入費を一部助成してきた。令和３年度

から電気柵に限らず、有害鳥獣被害防止器具全般に対

し、倶知安町及び協議会で購入費を一部助成してきた。

電気柵の普及が進み、被害防止

に役立っているが、管理の徹底が

不十分であるところもある。また

柵の下に穴を掘り、圃場内に侵入

する個体も出てきている。

・農協や猟友会と連携し、比較的被害の多い畑については関係者と協議会構成員が情報を共有し、

農家からの出没情報を基に迅速に対応出来るような体制を整備する。

・倶知安町所有の電気柵の無償貸出や、購入費を町及び協議会で一部助成する取組を継続し、農家

の自衛の取組を推進する。

・担い手育成対策として、狩猟免許取得等に係る費用を倶知安町で一部助成する取組を継続し、捕

獲従事者の確保を図る。

・ヒグマ：ヒグマが頻繁に出没する地域には、看板を設置して注意を促すとともに、出没情報をホ

ームページ等で公開することで注意喚起を行う。また、出没状況に応じてパトロールを強化し、電

気柵等による防除を行うが、効果が無い場合は銃及び箱わなによる捕獲を実施する。また作物残渣

の除去を徹底し、クマが寄ってこないように努める。観光客が多い南部地区については、倶知安町

観光課・観光協会と連携し、散策路封鎖やＳＮＳによる注意喚起等を行う。

・エゾシカ：出没情報を収集し、銃及びわなによる捕獲を行い、個体数の減少に努める。

・タヌキ：農作物被害や営巣などによる生活環境被害を及ぼす恐れのある個体について捕獲をする。

・キツネ：農作物被害や営巣などによる生活環境被害を及ぼす恐れのある個体について捕獲をする。

・カラス類：農作物被害や営巣などによる生活環境被害を及ぼす恐れのある個体について捕獲をす

る。

・ユキウサギ：農作物被害等を及ぼす恐れのある個体について捕獲をする。

・アライグマ：箱わなによる捕獲を行い、生息域及び個体数の拡大を阻止し、地域からの排除を目

指す。

・基本的に、倶知安町と有害駆除業務委託契約を締結した「猟友会倶知安部会」が、町からの指示

の下、有害駆除を実施するものとする。但し、農業被害が増加しているエゾシカについては、捕獲

体制の強化のため、「倶知安町職員」及び「協議会の構成団体が推薦する者」から、エゾシカ捕獲

専門の鳥獣被害対策実施隊員を任命する。



（２）その他捕獲に関する取組

（３）対象鳥獣の捕獲計画

・北海道猟友会倶知安支部倶知安部会（銃器免許１０名、わな猟免許１１名）

・熊用箱わな（３基）

・アライグマ用箱わな（７６基）

・鹿用くくりわな（５６基）

・センサーカメラ（４台）

・電気柵（９台 ４．４ｋｍ分）

※参考資料として、倶知安町鳥獣捕獲員名簿を添付する（資料１）。

年度 対象鳥獣 取組内容

令和４年度

ヒグマ、エゾシカ、

タヌキ、キツネ、

カラス類、アライグマ

・捕獲従事者確保のため、狩猟免許取得経費の一部助成を継続

して実施する。

・アライグマ用箱わな２５基を購入し、捕獲頭数の増加を目指

す。

令和５年度 同上 同上

令和６年度

ヒグマ、エゾシカ、

タヌキ、キツネ、

カラス類、ユキウサ

ギ、アライグマ

同上

捕獲計画数等の設定の考え方

・被害が現実に発生する恐れが高い時に、当該出没個体を捕獲することとし、数値目標は設定しな

い。但しアライグマについては、アライグマ防除計画に基づき、可能な限り捕獲する。

対象鳥獣
捕獲計画数等

令和４年度 令和５年度 令和６年度

ヒグマ、エゾシカ、

タヌキ、キツネ、カラス類
当該出没個体

ユキウサギ 捕獲未実施
被害者が自衛

のため捕獲実施
当該出没個体

アライグマ 可能な限り捕獲する。

捕獲等の取組内容

・ヒグマについては、４月頃から１０月の収穫期に主として電気柵等による防除活動を実施する。ま

た、農作物被害が著しい場合や人命に危険を及ぼす恐れがある場合は銃器や箱わなによる捕獲を実

施する。

・エゾシカについては、出没状況に応じて銃器やわなによる捕獲を実施する。

・タヌキについては、農作物被害や営巣などによる生活環境被害を及ぼす恐れのある個体について

捕獲を実施する。

・キツネについては、農作物被害や営巣などによる生活環境被害を及ぼす恐れのある個体について



（４）許可権限委譲事項

４．防護柵の設置等に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項

捕獲をする。

・カラス類については、農作物被害や営巣などによる生活環境被害を及ぼす恐れのある個体につい

て捕獲をする。

・ユキウサギについては、農作物被害等を及ぼす恐れのある個体について捕獲をする。

・アライグマについては、特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する防除実施計画に

基づき、箱わなにより捕獲する。

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

・ライフル銃は、散弾銃とは異なり遠距離からの狙撃が可能であり、また散弾銃と比べ威力が高く、

ヒグマ及びエゾシカのような大型獣の捕獲に有効なため、熊及び鹿を捕獲する際に必要である。

対象地域 対象鳥獣

該当なし 該当なし

対象鳥獣
整備内容

令和４年度 令和５年度 令和６年度

該当なし 該当なし

対象鳥獣
取組内容

令和４年度 令和５年度 令和６年度

該当なし 該当なし

年度 対象鳥獣 取組内容

令和４年度

ヒグマ

エゾシカ

タヌキ

キツネ

カラス類

アライグマ

・倶知安町鳥獣被害防止対策協議会は、連絡会議や広報等を通じて、被

害防止に係るＰＲ等の取組を行う。

・倶知安町は、各団体との連絡調整、啓蒙用看板の設置、農家の自衛対

策推進のための電気柵の無償貸出を行い、捕獲従事者確保のための狩

猟免許取得等費用の一部助成を行う。

倶知安町と協議会は農家の自衛対策推進のための被害防止器具購入費

の一部助成を行う。

・農協は農作物残渣除去指導を行う。

令和５年度 同上 同上

令和６年度

ヒグマ

エゾシカ

タヌキ

キツネ

同上



６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処

に関する事項

（１）関係機関等の役割

（２）緊急時の連絡体制

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な利用に関する事項

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法

カラス類

ユキウサギ

アライグマ

関係機関等の名称 役割

倶知安町 関係機関との連絡・調整、被害実態調査、被害防除施策の立案・

実施指導。

ようてい農業協同組合 被害実態調査、情報提供、農業関係者への注意喚起。

ようてい森林組合 山林所有者の植栽被害軽減対策・協力、出没痕跡など情報提供。

（一社）北海道猟友会倶知安支

部倶知安部会

有害鳥獣関連情報の提供、捕獲の実施（銃器、箱わな）。

倶知安警察署 緊急時の被害防除指導・協力、被害周辺への注意喚起。

・一般廃棄物として処理する。食用可能な部位は自家消費する。

・ヒグマ捕獲後は、「ヒグマ捕獲票」を「北海道後志総合振興局保健環境部環境生活課自然環境係」

へ提出し、検体の一部（大腿骨、臼歯、肝臓）を「地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギ

ー・環境・地質研究所自然環境部」へ提供する。

食品
シカ・クマについては、食用可能な部位は自家消費する。残渣は一般廃棄物

処理する。

皮革 捕獲したヒグマを利用して剥製や敷物、トロフィーを作成する場合は、「ク

通報者
倶知安町農林課

ようてい森林組合

ようてい農業協同組合

猟友会倶知安部会

倶知安警察署



（２）処理加工施設の取組

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組

９．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

（２）関係機関に関する事項

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

マ類製品化登録申請書」を「北海道後志総合振興局保健環境部環境生活課自

然環境係」に提出する。

ペットフード

本町においては、安定供給できるほどの捕獲数が見込まれないため、実施し

ないものとする。

その他

（油脂、骨製品、角

製品、動物園等で

のと体給餌、学術

研究等）

該当なし

該当なし

協議会の名称 倶知安町鳥獣被害防止対策協議会

構成機関の名称 役割

倶知安町農林課

協議会長は倶知安町長とする。

協議会に関する連絡・調整を行う。被害防除施策の立案・対策

の実施指導、被害実態調査。

ようてい農業協同組合
被害実態調査、情報提供を行う。

農業関係者への注意喚起。

ようてい森林組合
山林所有者の植栽被害軽減対策及び協力、出没痕跡など情報提

供を行う。

北海道猟友会倶知安支部倶知安部会
有害鳥獣関連情報の提供と有害鳥獣捕獲の実施（銃器、箱わな）

を行う。

倶知安警察署
緊急時の被害防除指導及び協力。

被害周辺への注意喚起。

関係機関の名称 役割

北海道後志総合振興局産業振興部農務課 被害状況の報告等、被害防除対策への助言

北海道後志総合振興局保健環境部環境生活課 捕獲許可申請、被害防除対策への助言

後志森林管理署 国有林内での捕獲活動等への助言

・実施隊は、猟友会員及び倶知安町職員、並びに協議会構成団体が推薦する者から倶知安町が任命

し、協議会と連携を図り効果的な捕獲に取り組む。



（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

・倶知安町鳥獣被害防止対策協議会が中心となって、対策を推進していくが、各種団体等において

も積極的な関与を促し、集団で取組を進めていく。

・倶知安町鳥獣被害防止計画は、運用の上で内容が実態にそぐわない場合は、関係機関と協議の上、

計画変更を随時行うものとする。


